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（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇全職員による共通理解と共通実践
・学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

〇生徒にとって魅力的だと思えるように
めあての提示と教材を工夫し、学ぶ意欲
が高まったと回答する生徒の割合を
70％以上にする。

□「めあて」の板書については、生徒たちが理解できる具体的な目標
にする。
 教材については課題の難易度を意識する。 B

・生徒による授業評価アンケート「生徒の学習意欲を高めるためにめあての
提示と教材を工夫している」の質問に、肯定的な回答をする生徒の割合は、
76％であった。教師の回答は肯定的な回答が100％であったので、生徒にも
しっかりめあてを理解させ、教材に工夫を行う必要がある。また、1人1回の
公開授業を実施し、さらに授業の向上を図っていきたい。

A

・生徒による授業評価アンケート「生徒の学習意欲を高めるために、めあて
の提示と教材を工夫している」の質問に、肯定的な回答をする生徒の割合
は、90％を超えた。教師の回答は肯定的な回答が100％であった。また身近
な課題から設定するなど、教科の特性に応じて工夫が見られた。 A

・理解できる子、理解が困難な子、それぞれに寄り添って教えて
いただければ嬉しい。
・授業参観をして、生徒の姿から教師の授業実践の充実を感じ
る。

・学力向上対策
コーディネーター
・研究主任

○思考力・判断力・表現力の深まりを目
指す授業の実践

〇「対話学習を取り入れたことで、自分
の考えが深まったり広がったりした」に、
肯定的な回答をする生徒の割合を80％
以上にする。

□「対話学習」については、話し合いの目的や進め方、時間などを示
して、主体的に学び合わせる。
□「結論」「根拠」「理由」を明確にして自分の表現させる。 A

・「対話学習を取り入れることで、自分の考えを深めたり広めたりできてい
る」の質問に、肯定的な回答をする生徒の割合は、92％であった。今後も授
業コミュニケーション活動（川中タイム）を週に１回１５分程度行い、表現力の
向上を図る機会を設定していきたい。

A

・「対話学習を取り入れることで、自分の考えを深めたり広めたりできてい
る」の質問に、肯定的な回答をする生徒の割合は、92％であった。教師の回
答の肯定的な回答は90％であった。対話を意識した授業を取り組んだ成果
が見られる。

A

・自主性を持ち、人の前で堂々と考えを述べる青年に育って欲
しい。
・人前で自分の意見を堂々と言える生徒の育成。これがベース
となり、タブレット、ＩＣＴ機器の有効活用につながると感じる。

・学力向上対策
コーディネーター
・研究主任

○家庭と連携した学習環境づくり ○平日の家庭学習時間が１時間以上に
なる生徒の割合を80％にする。

□学活において、自分の学習方法や計画について検討改善する機
会を、学期の当初に１回ずつ設定する。
□家庭学習において、課題の出し方を工夫する。
□小中連携アンケートを参考にして、生徒、保護者に呼びかける。

B

・6月の生徒調査「1日あたりどれぐらい、家庭学習をしていますか」で１時間
以上の割合が72％、9月の生徒調査「平日、家庭学習を１時間以上していま
すか」でそう思うの割合は67％となり、平均して約70％程度と考える。全生
徒が家庭学習の習慣をつけることができるよう継続して指導していきたい。 B

・「1日あたりどれぐらい、家庭学習をしていますか」で１時間以上の割合が
約70％である。全体として自学ノートに関する取組（①モデルとなる自学ノー
トの紹介、②小学校との取組の連携・よくできてる所の表記、➂生徒会の取
組)の実施ができた。 B

・家庭学習の時間が短い家庭が気になる。
・アンケート結果からも、学習時間について各家庭の状況の違
いがみられる。何か対策が必要でないか。
・家庭の理解協力が必要。

・学力向上対策
コーディネーター
・教務主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○全学級「道徳」の授業を保護者等へ公
開する。
○特別の教科「道徳」の指導法に係る研
修会を年１回以上実施する。

□道徳の授業年間35時間にしっかりと教師が取り組む。
□講師招聘による「考え・議論する道徳」に関わる職員研修会を行
う。 B

・10月8日に、全クラスで「情報モラル」を題材とした「ふれあい道徳」を実施
した。また、保護者に授業を公開し共通の認識を得ることができた。
・各学年、週1回の道徳の授業を継続して行うことができている。今後も、計
画的に道徳の授業を継続していく。 A

・「道徳の授業で自分の思いや考え方を深めたり、自分とは違う思いや考え
方にふれたりすることができた」の質問に、「とてもそう思う」、「そう思う」と回
答した生徒は97.3%であった。
・各学年で週1回の道徳の授業を継続して実施し、指導法や学習活動の工
夫ができた。

A

・素直で純粋さを持ち続けた人として育って欲しい。
・田舎の学校（地域）特有の人間関係が子どもたちにも繋がって
いる。

・道徳教育推進教員

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止のための取組、事案対処等）に
ついて組織的対応ができていると回答し
た教員の割合を80%以上にする。

□早期発見・早期対応できるように、生徒の変化や様子について、こ
まめに情報交換を行い，共通理解する会議も月に１回設ける。
□いじめの対応についての研修会を年間１回以上行う。 A

・いじめ防止等について、定期的なアンケートの実施や日頃の情報交換に
よって早期発見、早期対応ができており、学年や管理職と連携を図りながら
対応できている。 A

・いじめ防止等について、年間を通して学年や管理職と連携を図りながら対
応ができた。心のとびらなどのアンケートを使って未然防止や早期発見に繋
げることができている。
・いじめ防止対策委員会を毎月開き、共通理解を図った。

A
・普段の学校生活から、子どもたちへの目配り気配りができてい
ると感じる。
・個別の対応ができていると思う。結果を急ぎすぎず、時間をか
けて親子でも、話し合いをして欲しいと思う。

・生徒指導主事

◎生徒が夢や目標をもち、実現に向け
て意欲的に取り組もうとするための教育
活動の推進

〇「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した生徒80％以
上にする。
〇「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒70％以上
にする。

□１年生は職業調べや職場見学などを通して、２年生は職場体験などを通
して、３年生は全校のリーダー的行事、立志式などを通して、将来の夢や
目標について考え、深める機会をもつ。
□１月に、全学年の生徒に、今年の抱負や目標を決めさせ、夢を実現させ
るためにはどのようにすればよいかを具体的に確認させ、１年間の見通し
をもたせる。

A

「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した生徒
90.6％であった。「将来の夢や目標を持っている」については肯定的な回答
をした生徒80％であり、中でも3年生は90.5％と高く、卒業に向けて自分の将
来を真剣に考えていることが伺える。今後は，新年を迎えること等を良い機
会にして，より具体的な夢や目標が持てるように，指導の継続を図ることが
大切である。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した生徒
97.3％であった。中間評価よりも高い数値であり、年間を通して生徒と教師
間の信頼関係を築くことができた。
・「将来の夢や目標を持っている」については肯定的な回答をした生徒が
76.0％であり,中間評価より若干下がっているものの、２年生の職場体験や３
年生の進路指導を通して、真剣に自分の進路を考えた結果であると思われ
る。

B

・是非、この指導を進め、定着させてほしい。
・大きな夢を持ち、それに向かって前進してほしい。
・地域に”誇り”を持ってほしい。
・夢はたくさんあっていい。アンテナを張り、色々な興味を持って
欲しい。

・進路指導主事
・各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

〇「朝食をとって登校する」生徒の割合
を90％以上にする。

□朝食の大切さについての学習や掲示板などによる啓発を学期に１
回以上行う。
□月ごとに食育だよりなどで家庭への協力を呼び掛ける。 A

「朝食をとって登校する」生徒の割合は、93.8%と目標値を上回っている。ア
ンケート結果によると、朝食はとっているが「主食のみ」など内容が不十分な
生徒も目立つ。生徒自身が準備できそうな朝食の提案など、より多くの生徒
の自立に近づけたい。

A

・複数の調査結果から、朝食をはじめ食事内容に野菜の摂取が不足してい
る傾向がみられたため、手軽に作れそうな野菜料理のレシピ紹介などを続
けている。手作り弁当の日の取組では、野菜料理を入れた割合が1回目
82.9%から2回目は87.2%と増加していた。

A

・家庭で行うべき教育を学校でされていることに頭が下がる。
・朝食をとっていない生徒が気になる。

・食育・給食担当

●健康を考えて行動できる能力の
育成

●「健康は何より大切だ」「保健で学習し
たことを、自分の生活に生かしている」と
答えた生徒８０％以上にする。

□各学期に保健の授業を行い、実生活に役に立つ知識を提供す
る。 B

・肯定的な回答をした生徒が全体で82.4％いたが、学年別に見てみると1，3
年生は90％以上であったが、2年生は75％と低い結果であった。教材研究を
通して、生徒自身の身近な例を出しながら、実生活に結び付けて授業を展
開していきたい。

A
・全体の結果から肯定的に回答していた生徒は86.5％で中間評価から微増
した。前回低かった２年生に関しても78.5％と増加した。今後はこの結果を
受けて、教材研究に繋げていきたい。 A

・健康については、規則正しい生活を送れるように、学校と家庭
と連携して教育を推進してほしい。
・時代の変化とともに、携帯電話の所持と利用について、家庭で
の教育と管理が重要になってくると感じる。

・体育主任

○部活動の推進 ○「部活動が充実している」と答える生
徒の割合95％以上にする。

□顧問・外部指導者・保護者との連携を密にし、部活動を充実させ
る。
□臨場による指導を増やし、練習の質の向上を目指し、主体的に練
習に取り組むよう指導を行う。 B

・「部活動が充実している」について肯定的な回答をした生徒は3年95％、2
年85.7％、1年88.9％であった。3年生は中体連など最後を見据えて活動する
ことで、充実感を持てているが、1，2年生は3年生に比べると低いので、1，2
年生にも役割を与えながら、部活動に積極的に取り組めるような指導を工
夫して生きたい。

B

・「部活動が充実している」「部活動が充実していた」について肯定的な回答
をした生徒は全体で85.1％であった。3年生は95％であったが、1年生は
81.4％、2年生は78.6％と中間評価から低くなっている。本校は中学校から
部活動を始める生徒が多いので、スポーツの楽しさ、試合に勝つ喜びを経
験し、充実度を高めていきたい。

B

・生徒が減少しているなか、大変だと思う。
・今後の変革に向け、大きな課題だと感じる。
・生徒が希望する部活が出場できなくなる可能性があるため（団
体競技など）対策が必要である。

・体育主任

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

□定時退勤日、学校閉庁日、部活動休養日の設定をする。
□これまで作成されたデータの有効活用を行う。
□校務分掌の細分化および輪番制により負担を軽減する。 B

・校務の効率化について、約13.3％の職員が、「あまりそう思わない」と答え
ている。会議の時間、業務の分担や業務削減と必要不可欠な業務と対比し
ながら、後期に向けて改善の余地はあると感じる。 B

・校務の効率化について、80％以上の職員が肯定的に答えている。時間外
勤務の月平均は約35時間であり、軽減できている。教職員の負担軽減と生
徒育成のために効果のある業務とを対比しながら、引き続き業務の精選を
する必要がある。

A

・業務内容が多く、大変だと感じる。
・地域行事への協力、参加いただき有難い。

・管理職

○教職員の連携促進 ○明るい職員室づくりを目指し、使命感
と情熱にあふれ、教師力の向上に努め
る職員集団を目指す。

□朝礼や業務上のコミュニケーションを大事にし、それぞれの業務
の進捗等の情報を共有し、チームで協力して業務を遂行できるよう
にする。
□時間外の時間を削減するため、会議や事務の効率化を図る。

B

・「明るい職場環境であり、教師力の向上に努める職員集団になっていると
思いますか」という項目で、86.7％「そう思う、とてもそう思う」と答えている。
先生方の生徒を中心とした会話、向上心を持った会話が良い雰囲気を生
み、生徒にも好影響を与えている。まだまだ、成長できる職員集団だと感じ
る。

A

・職場環境について、90％以上が肯定的に回答している。「連携がとれてい
る」「相談しやすい」「生徒のことを中心とした会話がある」「情報共有をしや
すい」「お互いに学び会う集団」などの感想があげられている。先生方が積
極的にコミュニケーションをとられる姿に感謝したい。 A

・少人数で色々と指導困難なこともあるかと思うが、今の雰囲気
でよろしくお願いしたい。
・職員の方々和気あいあいとした雰囲気があれば、おのずと子
どもたちへも繋がっていくと思う。

・管理職

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性や意識
が向上したと回答した教員80％以上に
する。

□特別支援教育に関する研修会の実施
□ケース会議の開催、関係者間での情報共有

B

・生徒への「個性や学習ペースなど学校生活全体において配慮していると
思いますか」の質問に対して92％が「とてもそう思う」「そう思う」と回答してい
る。ただ、保護者の回答は75％となっている。情報発信等の検討も必要で
はないかと感じる。 A

・生徒への「個性や学習ペースなど学校生活全体において配慮していると
思いますか」の質問に対して「とてもそう思う」「そう思う」と回答している保護
者の割合が約85％となり、中間評価を上回る結果となった。また、教職員へ
の結果では100％となっていることから、特別支援教育に関する意識が向上
していると感じる。

A

・少人数で色々と指導困難なこともあるかと思うが、今の
雰囲気でよろしくお願いしたい。
・多様性の時代であり、それぞれの個性や特性を生かした
学校生活を送ってほしい。

・特別支援教育担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○教育の質の向上に向け
たICT利活用教育の実施

○ICT機器を利用した学ぶ意欲を高める
指導の工夫

〇「先生たちはわかりやすい授業にする
ためにＩＣＴ機器を積極的に使っている」
と思う生徒・保護者の割合を９割以上を
目指す。

□電子黒板と生徒用タブレット端末を活用した授業研究会を実施す
ると共に、有効活用について研修を行う。
□タブレット端末の活用の仕方や生成AIの活用についての研修を行
う。

A

・「先生たちはわかりやすい授業にするためにＩＣＴ機器を積極的に使ってい
ると思いますか」の質問に生徒・保護者とも「とてもそう思う。」「そう思う」と回
答した割合の合計が96％以上、教職員へのアンケートでは100％となってい
る。積極的にICT機器を活用し、授業改善ができている結果だと感じる。 A

・「先生たちはわかりやすい授業にするためにＩＣＴ機器を積極的に使ってい
ると思いますか」の質問に生徒・保護者ともに98％以上がとてもそう思う。そ
う思うと答えている。中間評価と比べても向上していることから、1年間を通
じて、積極的に授業での活用や指導の工夫が行われている結果だと感じ
る。

A

・生成ＡＩを積極的に取り入れ実践している姿は素晴らしい。今
後役立つ場面が増えてくると思う。
・自分の考えを持ち、自分で知識情報をとることができるように
育ててほしい。

・情報教育推進教員

○地域と学校の協働による
学校づくり

○地域と学校の相互の関わりを深める
教育活動の推進（コミュニティ･スクール）

○地域人材を活用した授業や行事を年
に５回以上実施する。
〇情報公開を推進し、学校HPの更新回
数を月に５回以上行う。

□学校運営協議会を開催し、地域人材を生かした教育実践ができる
ように、連絡調整を密に行う。
□地域の講師を招聘し、地域の伝統文化の継承を行う。
□学校ＨＰや配信メールにより、常に新しい情報を豊富に提供する。
□学校だよりや学級だよりを定期的に発行する。

A

・「地域とのつながりが深い学校だと思いますか」という項目では、保護者、
教職員が90％以上、生徒が75％以上と肯定的に答えている。子供たちは、
地域の方々から愛情をもって育てられている様子が伺える。引き続き、学校
運営協議会等の協力を得ながら、地域連携を推進していきたい。 A

・「地域のつながり」について、生徒、保護者、教職員ともに、85％以上が肯
定的に答えている。子供たちの地域行事、保護者の方のＰＴＡ行事への参
加率も高く、川登中校区の良いところである。
・篠笛体験では、地域の方２名に指導していただき、川登町の伝統芸能に
触れることができた。

A

・住んでいる地域に愛着と誇りを持ち続けて欲しい。
・田舎の良いところは、いつまでも優しく、かつ、流行に遅れず、
しかし、易きに流されず。頑張ってほしい。
・地域の皆さんとの交流を忘れず、町民体育大会などの行事に
参加して欲しい。

・教頭
・教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

〇評価項目の１４項目中１１項目について、十分達成することができた。「おおむね達成」の状況である３項目については、以下のようにして改善を図っていく。
　・「平日の家庭学習時間が１時間以上になる生徒の割合を80％にする。」については、現在の受動的な意識から能動的な意識へと成長させる必要がある。そのために、授業と連動した課題やより効果的な自主学習ノートの在り方など、生徒各自が家庭学習の質を高める方策を講じていく。
　・「部活動の推進」については、部活動の入部者が少なくなってきているのが実情である。部活動の充実を目指すために、武雄市の方針に沿って地域部活動への移行を視野に入れ効果的な部活動運営の推進を図る。
　・「校務の効率化」については、時間外勤務の月平均は約３５時間であり、年度当初より短くなっている。業務の効率化や教職員の負担軽減と生徒育成のために効果のある業務とを対比しながら、引き続き業務の精選を模索していく必要がある。
〇今年度、取り組んだ内容について、特に効果が出てきている項目については、引き続き重点項目として取り組む。
　・「思考力・判断力・表現力の深まりを目指す授業の実践」について、昨年度に引き続き「対話学習を取り入れること」を中心に取り組んだ。教職員がお互いに他教科のノウハウから学ぶという意識の向上が見られた一年間だった。また、週に１回、朝の会で「〔川中タイム〕継続的なコミュニケーション活動」を行うことで、生徒たちの意識の変容が見られ効果
が出てきている。来年度も引き続き全職員の共通理解・共通実践のもと、思考力・判断力・表現力の向上に努める。
　・「ICT機器を利用した学ぶ意欲を高める指導の工夫」については、肯定的な回答が多い。特に、昨年度から生成AIを活用した授業など最新技術も積極的に導入してきており、業務改善、授業改善への効果は大きい。働き方改革や個別最適な学び、協働的な学びの充実のために、引き続き活用していく。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　学校教育目標 自立の精神に満ちた豊かな人間力の育成

３　本年度の重点目標 (1) 豊かな人間性と社会性の育成　　(2) 確かな学びの充実　　(3) たくましく生きるための健康の推進　(4) 地域との共生と郷土愛の醸成

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

重点取組内容・成果指標 中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 武雄市立川登中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

〇評価項目の１２項目中９項目について、十分達成することができた。「おおむね達成」の状況である３項目については、以下のようにして改善を図っていく。
　・「平日の家庭学習時間が１時間以上になる生徒の割合を80％にする。」については、現在の受動的な意識から能動的な意識へと成長させる必要がある。そのために、授業と連動した課題やより効果的な自主学習ノートの在り方など、生徒各自が家庭学習の質を高める方策を講じていく。
　・「部活動の推進」については、部活動の入部者が少なくなってきているのが実情である。部活動の充実を目指すために、武雄市の方針に沿って地域部活動への移行を視野に入れ効果的な部活動運営の推進を図る。
　・「校務の効率化」については、時間外勤務の月平均は約３５時間であり、年度当初より短くなっている。さらなる効率化を目指すために、行事や会議の精選等を引き続き模索していく必要がある。
〇今年度、新たに取り組んだ内容について、特に効果が出てきている項目については、引き続き重点項目として取り組む。
　・「思考力・判断力・表現力の深まりを目指す授業の実践」について、今年度は「対話学習を取り入れること」を中心に取り組んだ。朝の会や帰りの会での「継続的なコミュニケーション活動（川中タイム）」を行うことで、生徒たちの意識の変容が見られ効果が出てきている。来年度も引き続き全職員の共通理解・共通実践のもと、思考力・判断力・表現力の向上に努める。
　・「ICT機器を利用した学ぶ意欲を高める指導の工夫」については、肯定的な回答が多い。特に、生成AIを活用した授業など最新技術も積極的に導入することにより、業務改善、授業改善にも効果が出てきている。働き方改革や個別最適な学び、協働的な学びの充実のために、引き続き活用していく。


